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 地理空間情報活用推進基本法が 2007 年に制定され、すでに

６年になろうとしている。この法律では地理空間情報の活用

を推進するための基本的な原則を定めている。 

 この法律の中で、地理空間情報とは、空間上の特定の地点

又は区域の位置を示す情報（位置情報）とその情報に関連付

けられた情報（属性情報）からなるものと定義している。こ

の定義に近い言葉としては、地理情報および空間情報があり、

それらが入り乱れて使われているのが現状である。 

 各用語の英語訳は、地理空間情報：geospatial information、

地理情報：geographical information（もしくは、geographic 

information）、空間情報：spatial information となり、そ

れぞれ異なる。2013 年 2 月 10 日現在で google 完全一致検索

してみると、geographical information 808 万件、geographic 

information 1140 万件、spatial information 181 万件に対

し、geospatial information は 77.5 万件と geospatial 

information の利用頻度は低い。件数の数は、地理情報→空

間情報→地理空間情報という歴史的な変遷をそのまま表して

いる。 

 地理情報とは地球表面を基礎とした位置情報を、空間情報

とはより抽象化された位置情報を用いている感じがある。例

えば脳内位置情報は空間情報とは言えても、地理情報とは言

えない。地理空間情報も基本的には地球表面を基礎とした位

置情報を表しているが、やや衛星測位技術を意識している印

象がある。 

 当学会では最も伝統的な地理情報という用語を用いており、

実際に、地球との相対的な位置に関する情報を扱うものがほ

とんどであるから、妥当な使用方法である。ただ、法律とし

て地理空間情報という用語を定義し、法律自体が社会的に大

きな影響を与えるため、当学会にとって重要な概念である用

語についても関心を持ち、必要に応じて適切な対応をとるこ

とが重要だろう。 

 

 

 

[学会賞委員会 委員長: 関根 智子] 
 2013年度地理情報システム学会賞の募集を行います。 

 応募資格者および提出物の内容、受賞者選考・決定方法は

以下のホームページでご確認ください。 

http://www.gisa-japan.org/awards/index.html 

 自薦、他薦を問わず、たくさんのご応募をお待ちしており

ます。 

 選考結果は9月末日までに応募者各位にご連絡いたします。 

また、受賞者は、本年10月26日（土）～27日（日）に慶應義

塾大学三田キャンパスにて開催される第22回研究発表大会で

表彰されます。 

募集部門： 

「研究奨励部門」（本年3月末日の時点で35歳以下の者） 

「学術論文部門」 

「ソフトウェア部門」 

「教育部門」 

「著作部門」 

応募期限：2013年7月15日（月） 

提出先： 地理情報システム学会事務局 

 

新年度を迎えるにあたって ー地理情報および関連用語ー 

地理情報システム学会会長 浅見 泰司

【2013 年度 GISA 学会賞募集】 

1

地理情報システム学会ニューズレター

第85号

2013年 3月28日発行日 ●
発行 ● 地理情報システム学会



 

GISA-NL No.85 (2013/3/28) 

 

 

■ 2013 年度一般社団法人地理情報システム学会定時
社員総会のご案内 

 社員総会で議決権を有するのは代議員の方のみですが、他

の正会員の方も出席し意見を述べていただくことができます。 

 

 日時：2013 年 5 月 26 日（日）14：30～16：00（予定） 

 場所：東京大学工学部 14 号館 1階 141 番教室 

   東京都文京区本郷 7-3-1 

 

■ 日本地球惑星科学連合 2013 年大会のご案内 
 地理情報システム学会の加盟する日本地球惑星科学連合の

大会が、5月に開催されます。当学会が運営するセッション

は以下のとおりです。 

(1) GIS（英語） 

(2) 地理情報システム（日本語） 

 他にも地理学、地図学、測量学などを対象とした GIS と関

連が深いセッションも開催されます。 

 

 会期：2013 年 5 月 19 日(日)～24 日(金) 

 会場：幕張メッセ国際会議場（千葉市美浜区中瀬 2-1） 

 事前参加登録（当日登録より割安）： 

～2013 年 5 月 7日（月）17：00 

 URL：http://www.jpgu.org/meeting/ 

 

■ 2013 年京都国際地理学会議（IGU2013）のご案内 

 「地球の将来のための伝統智と近代知」をメインテーマに

掲げ、学会発表や展示、国内外の巡検も予定されています。

当学会が運営するジョイント・セッションのほか、地理情報

科学や地理システム・モデリングのコミッションンのセッシ

ョンなど GIS や地理情報科学と関連が深いセッションも多数

開催されます。 

 

 会期：2013 年 8 月 4日(日)～9日(金) 

 会場：国立京都国際会館（京都市左京区宝ケ池） 

 参加登録：早期/～2013 年 4 月 10 日（水） 

      標準/～2013 年 7 月 3日（水） 

      当日/2013 年 7 月 4日（木）以降 

 URL：http://www.igu-kyoto2013.org/ 

 

■ 2013 年度学術研究発表大会のご案内 

 2013 年度地理情報システム学会研究発表大会は、10 月 26

日（土）、27 日（日）の両日、慶應義塾大学（三田キャンパ

ス）にて開催します。発表申し込みの手続き方法など詳細は、

決まり次第、メールニュースや HP でご案内いたします。 

 

（発表申込スケジュール） 

アブストラクト提出： 

7 月 1日（月）～7月 15 日（月）正午必着 

講演論文集用原稿提出： 

7 月 1日（月）～8月 30 日（金）正午必着 

 

 

 

 

 特別セッション(7)：                   

 日本学術会議の地理基礎・歴史基礎必修化の提言と学校に  

 おける GIS 教育     オーガナイザー： 碓井 照子  

 この特別セッションは、GIS 学会の学校教育部門の表彰式

の後に行われた。高等学校における GIS 教育の推進は、地理

空間情報社会におけるリテラシー教育として非常に重要であ

る。日本学術会議が、2011 年 8 月に地理基礎・歴史基礎の必

修化に関する提言をしたが、その中で、地歴科教育における

GIS 教育の重要性が指摘されている。日本学術会議会員でこ

の提言作成のメンバーである碓井が、まず「日本学術会議の

地理基礎・歴史基礎必修化の提言と学校における GIS 教育」

について発表した。この提言の中では、高校教育における GIS

教育を位置づけ、大学教育だけでなく、学校教育においても

GIS の基礎的知識や技能の育成を義務づけている。人材育成

においては、学校のカリキュラムにおける児童・学生の発展

段階を踏まえた GIS 教育の在り方が重要であると指摘した。

次に日本学術会議の地理基礎・歴史基礎の提言を受けて、学

校教育における GIS 支援を実施している大学院生の活動につ

いて、仙石・田村が、「eDesign による現場教師への GIS 支援

活動」を発表し、最後に大島が、「授業用 GIS データリンク」

について発表した。 

 

 2012 年度 初等中等教育における            

 GIS を活用した授業に係る優良事例表彰          

 2010年度より地理情報システム学会教育委員会が中心とな

り始めた本事業は、3回目を迎え過去最多の応募件数となっ

た。充実した内容の取り組みが多く、審査委員会において厳

正な審査の結果、３つの賞が下記の各個人またはグループに

贈られることとなった。表彰式は、2012 年 10 月 14 日（日）

午後、広島修道大学にて、地理情報システム学会第 21 回学術

研究発表大会の「特別セッション（７）」の中で行われた。 

 

 

 

優良事例表彰受賞者および授与者 

 

 

【学会からのお知らせ】 【第 21 回学術研究発表大会 報告】 
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◆国土交通大臣賞（総合的な観点）  

 「上野小・三重大 防災学習プロジェクト」 津市立上野小

学校 中島 功次/平成 23 年度上野小学校 6年生 42 名、三重大

学 福山 薫/中島 美由紀 

 児童が主体となって防災マップを作成する実践的な素晴ら

しい取組みである。成果を教室内だけでなくインターネット

や地域での学習会で公表しており、他の学校や教師などへの

波及効果や、地域との連携効果も高いことも評価される。PDF

のレイヤー機能を利用した地図は、稼働環境を選ばず利用で

きる点でも優れている。防災教育への GIS の活用事例として

全国に広げる価値のある、総合的に優れた取組みである。 

優良事例表彰（国土交通大臣賞・中島功次氏他） 

 

◆地理情報システム学会賞（GIS の効果的な活用の観点）  

 小林 岳人（千葉県立松戸国際高等学校） 

 地図学習の中でも生徒が形状をとらえるのが難しい等高線

について、GIS の立体表示機能をうまく活用しており、ユニ

ークかつ効果的な事例である。ラスタデータのベクトル変換

という GIS の機能を理解させている点も評価できる。指導と

評価の一体化を意識した評価用の問題例も合わせて提示され

ているのは、他の応募事例にない長所である。 

 

優良事例表彰（地理情報システム学会賞・小林岳人氏） 

◆毎日新聞社賞（教育上の効果の観点）  

 中山 正則（埼玉県越谷市立東越谷小学校） 

 平易ながら工夫された明快な内容で、低学齢児童（小学３

年生）の興味を引き出すことに成功した。フィールドワーク

で収集した GPS 軌跡を使用して、児童に位置データの重要性

を理解させている点が高く評価できる。多くの機会で実践の

成果を世に問うており、GIS の普及という観点でも継続的に

大きな貢献をしてきている。教育上の効果が非常に高い優れ

た取組みである。 

優良事例表彰（毎日新聞社賞・中山正則氏） 

 

 

 

 
■ 教育委員会        [委員長：酒井 高正] 
「2013年度初等中等教育におけるGISを活用した授業に係る

優良事例表彰」の事例募集（予告） 

 地理情報システム学会では、初等中等教育現場においてGIS

（地理情報システム）を実践的に活用した授業の普及・展開

の契機とするため、授業において先導的な取組みを実践して

いる教員を対象とする表彰制度を 2010 年度に創設し、2012

年度まで 3回にわたり優良事例を募集し表彰事業を行ってま

いりました。2013 年度も同様の趣旨で優良事例を募集する予

定にしております。概要（予定）は下記のとおりですが、詳

細は後日発表する募集要項にて発表いたします。 

【応募資格】 

日本国内の初等中等教育現場において、GIS を実践的に活用

した授業に取り組んでいる教員等（※）の個人又はグループ。

（学会員に限りません。） 

※ 教員等：初等中等教育現場において、GIS を実践的に活

用した授業に取り組んでいる教員以外の方も含みます。 

【募集期間】 

2013 年 7～8月頃の予定です。 

【選考方法】 

地理情報システム学会、毎日新聞社、国土交通省、文部科学

省から構成する審査委員会による審査の上、選考予定です。 

【表彰】 

以下の各賞の表彰を行う予定です。国土交通大臣賞、地理情

報システム学会賞、毎日新聞社賞。 

【実施団体等（予定）】 

【委員会報告】 
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主催：地理情報システム学会、共催：毎日新聞社、後援：国

土交通省国土政策局・日本地理学会・人文地理学会・日本国

際地図学会、協賛：ESRI ジャパン株式会社。 

 

■ 広報委員会        [委員長：三原 正一] 
2012 年度の実施事項 

1）学会ホームページの管理（藤井，野中） 

・ 事務局からの更新依頼への対応（2週間に 1回） 

・ アクセス数調査を実施 

2）会報（ニューズレターの編集・発行）（畑山、青木、谷口） 

・ 81 号（3/30），82 号（6/30），83 号（9/30），84 号（12/30）

の発行 

3）雑誌 GISNEXT“Next Square”への記事投稿 

・ 39 号（2012/4/25 号），40 号（2012/7/25 号），41 号

（2012/10/25 号），42 号（2013/1/25 号）への投稿 

4）SNS の活用（会員サービス向上策）（浅野） 

・ GIS 学会 Facebook ページの開設、Twitter 投稿からの転

載設定、ルール策定 

・ 2012/7 より、Facebook を活用しての情報配信を実施 

Facebook 活用のお知らせ 

http://www.facebook.com/gisajapan 

GIS学会の公式Facebookページはご覧になられたでしょう

か。この Facebook ページは、事務局からの案内はもちろん、

学術大会の概要や、GIS に関する各種セミナー等のイベント

情報も案内しています。Facebook アカウントをお持ちでない

方もご覧いただけますが、アカウントを取得の上、このペー

ジの「いいね」をクリック（購読）していただければ、貴方

の Facebook アカウントに新着情報を自動的に通知します。現

在 200 名ほどの方が購読されています。 

さらに、情報を得るためだけでなく、セミナー開催等の情

報発信のツールとしてもご利用いただけます。操作は簡単、

イベント概要またはイベント URL をページの投稿欄に投稿し

ていただければ、担当者が Facebook ページにアップします。

どうぞご活用ください。 

 

■ GIS 資格認定協会     [幹事長：太田 守重] 
 昨年末で、既得権申請期間が終了するに伴い、12 月には数

多くの皆様が申請を出されました。この記事を執筆している

２月中旬現在、鋭意、審査を行っているところです。ただし、

審査委員の数に限りがあり、また急に増員をしても、かえっ

て審査が混乱する可能性がありますので、申請を出された皆

様におかれましては、しばらく猶予をいただきたく、よろし

くお願い致します。 

 GISCA では、GIS 名誉上級技術者資格の贈呈についても準備

を進めておりますが、上記のような事情もあり、準備が遅れ

気味になっております。年度内には審査委員会を開催したい

と考えております。 

 とはいうものの来年度は、社会的に意義のある事業への協

力などもできれば、と考えているところです。有資格者各位

および関係者の皆様のさらなるご協力をお願い致します。 

 

 

 

■ 東北支部                   [阿部 昭博] 
 東北地方で活動をされている地理空間情報に関わる研究

者・実務担当者間の情報交換・交流の場を創出することを目

的に、本年度初めての試みとして「東北支部研究交流会」を、

2012 年 12月 11日(火)に東北大学片平キャンパスにて開催い

たしました。会員を中心に広く話題提供を求めた結果、大学・

研究所・地方自治体の 8 名の方からご講演いただき、震災関

連の被害状況把握に関わる取り組みや、自然環境・社会経済

データの解析を中心に、多様な発表が行われました。現在、

東北支部は会員数 60 名程度と小所帯ですが、今後もこのよう

な取り組みを通じて会員間の交流を活性化していきたいと考

えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 上記イベント開催のほか、関連団体との連携・交流活動と

して、第 9 回観光情報学会全国大会（テーマ「大震災からの

観光復興」、2012 年 5 月 25 日(金)～26 日(土)、岩手県立大学

アイーナキャンパス）の後援、日本福祉のまちづくり学会東

北支部等と復興支援状況に関する情報交換を行いました。 

 

■ 中部支部                     [奥貫 圭一] 
 中部支部では、2012 年 11 月 15 日（木）午後 3:00 より、

名古屋大学環境総合館３Ｆ講義室１にて、セミナー

『QuantumGIS入門』を開催いたしました。このセミナーでは、

アジア航測株式会社の平松孝晋氏を講師としてお招きし、フ

リーオープンソース GIS ソフトウェアとして普及しつつある

QuantumGISについて、そのダウンロードの方法、機能の概要、

応用可能性など、GIS の基礎的事項を交えながらわかりやす

く解説して頂きました。当日は、GIS 学会会員を含む 20 名近

くの方々にお集まり頂きました（民間の方２名を含みます）。

参加者のほとんどが学生の皆さんで、若い方々に GIS の最新

事情を知って頂けて良かったと考えております。ここに、ご

協力いただきました皆さまへ御礼申し上げます。 

 

 
 
■ ビジネス分科会          [平下 治] 
「ビジネス GIS 活用事例研究会 2012」開催 

日時：2012 年 10 月 19 日（金）18：30～20：30 

場所：東京大学本郷校工学部 14 号館 144 号教室 

発表内容： 

民間企業の GIS 実務者によるマーケティング現場の GIS 活用

事例の発表 

事例①：(株)朝日オリコミ名古屋   営業企画 平田圭氏 

ターゲットエリア分析とオリジナル戦略立案事例 

事例②：(株)カーブスジャパン  営業推進部 山木現一氏 

FC 企業支援のための会員獲得と会員管理 GIS の Web 化 

事例③：(株)メガネトップ    店舗開発本部 土居義信氏 

出店戦略における GIS 活用成果及び今後の取組み 

事例④：(株)Ｐ＆Ｐ       代表取締役 松下雅憲氏 

飲食チェーン店の店長教育に GIS を活用 

事例⑤：東大マイクロジオデータ研究会 

秋山祐樹氏・仙石裕明氏 

ゼンリン建物ポイントデータ、商業集積データ等の利用に

よるマイクロジオデータの開発及び活用への産学共同の取

り組み 

■ 防災 GIS 分科会          [畑山 満則] 
 総合防災・災害リスク軽減に関する国際会議である IDRiM 

2013 Conferences（2009 年の京都開催時には地理情報システ

【支部報告】 

【分科会報告】 
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GISA-NL No.85 (2013/3/28) 

ム学会が後援）が 2013 年 9 月 4-6 日に英国ノーサンブリア大

学で開催されます。ご興味のある方は下記のホームページを

ご覧ください。 

http://idrim.org/?page_id=315 

 

 

 

■ Facebook 自治体 GIS 活用推進グループ  [浅野 和仁] 

 自治体 GIS の活用推進に関するネットワークをご紹介しま

す。このグループは、自治体 GIS に関する話題や、自治体 GIS

を取り巻く諸問題について、産官学という垣根を越えて情報

交換するために設立しました。きっかけは平成 24 年２月に京

都（2/1～/2）と岐阜（2/8）で開催された国土交通省主催の

「防災業務における GIS 高度活用人材育成プログラム」で、

このセミナーに参加したメンバーを中心にFacebookを利用し

た自治体 GIS の相談窓口として開設し、自治体 GIS に関する

各種情報の提供と自治体 GIS の課題等について意見交換を行

っています。 

 全国の自治体関係者だけでなく教育研究機関、民間企業、

NPO などの様々な参加者による活発な意見交換を行っていま

す。 

 参加いただくには Facebook アカウントを取得した上で、当

グループのページにて参加申し込みが必要です。参加審査等

は行いませんので、お気軽に覗いてみてください。 

http://www.facebook.com/groups/JLGGIS/ 

親睦会の様子 

 

 
 

■後援■ 第９回 GIS コミュニティフォーラム 

主催：ESRI ジャパンユーザ会 

会期：2013 年 5 月 30 日（木）～31 日（金） 

会場：東京ミッドタウン 

詳しくは… http://www.esrij.com/ 

 

 

 

■ 2013 年度年会費納入のお願い 
 今号は、2 月末日までに口座振替用紙の返送が無い会員の

方々に、2013 年度分（2013 年 4 月 1日～2014 年 3 月 31 日）

年会費の郵便振込専用用紙を同封しております。 

 納入期限は 4 月 30 日（火）ですので、お早めにお手続きく

ださい。期限に遅れますと、6 月発行のニューズレター86 号

および『GIS-理論と応用 Vol.21-No.1』の送付が停止される

ほか、ホームページの会員専用コンテンツの閲覧が出来なく

なります。 

 

■ 学生会員さんへ 学生証のコピー提出のお願い 
 4 月以降も学生の方は、新年度の学生証のコピーを事務局

までご提出ください。4 月 30 日（火）必着、FAX またはメー

ル添付でお願いします。期日までの提出が無い場合は、2013

年度より年会費は正会員と同額（口座引落し 9,000 円、郵便

振込 10,000 円）となります。 

※ 昨年提出された方も、再度ご提出ください。事務局で確

認後、シュレッダー裁断しています。 

※ コピーは「氏名」「発行者」「有効期限」が分かるよう

にとってください。 

※ 学生証が 4 月中に発行されない場合は、その旨、事務局

までご連絡ください。 

 

■ 年会費口座振替ご利用の方へのお願い 
 2013 年度分（2013 年 4 月 1日～2014 年 3 月 31 日）年会費

の口座引き落とし日は 6 月 28 日（金）です。口座残高のご確

認をお願いいたします。 

年会費は正会員 9,000 円、学生会員 4,000 円です。 

 

■ 変更届提出のお願い 
 就職、転職、所属や自宅の場所が変わった等々の場合、速

やかに変更届をご提出ください。変更はオンラインで出来ま

す。 

https://www.gisa-japan.org/member/login.php 

 

■ 学会ホームページやメールニュースへの 

掲載ご希望の方へ 

 学会ではイベントや公募等のお知らせを、ホームページに

掲載する他、個人会員向けメールニュースでも配信していま

す。学会ホームページのトップページでもご案内しています

ので、そちらを参照の上、事務局までお申込み下さい。現在、

掲載料等は無料です。 

http://www.gisa-japan.org/news/request.html 

 また、フェイスブックやツイッターでもご案内することが

できます。こちらはもう少し肩の力を抜いたものです。掲載

ご希望の方は、事務局までお問い合わせください。 

 

■ 会議の場所をご提供します 

 分科会（SIG）、委員会、支部など、学会活動に関すること

で会議をしたいが場所が無い…という方は、事務局までお申

し出ください。事務局が入居している学会センタービルの地

下に、貸会議室があります。予約制ですので、お早目にお問

い合わせください。 

 料 金：無料 

 時 間：月曜日から金曜日の 10：00～17：00 

 注 意：インターネットのご利用は出来ません。 

【事務局からのお知らせ】 

【学会後援行事等のお知らせ】 

【代議員周辺での動向】 
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（2口）NTTタウンページ㈱

（1口）アイエニウェア・ソリューションズ㈱，アクリーグ㈱，朝日航洋㈱，アジア航測㈱，いであ㈱，㈱インフォマティクス， ESRIジャパン㈱，NTT空間情報㈱，

愛媛県土地家屋調査士会，応用技術㈱，大阪土地家屋調査士会，オートデスク㈱，㈱オオバ，かごしまGIS・GPS技術研究所，㈱かんこう，関東甲信越東海GIS技術研究会，

㈶岐阜県建設研究センター，九州GIS技術研究会，協同組合くびき野地理空間情報センター，近畿中部北陸GIS技術研究会，㈱こうそく，幸陽測量設計㈱，国際航業㈱，

国土情報開発㈱，㈱古今書院，寿精版印刷㈱， GIS総合研究所いばらき，㈱GIS関西，ジェイアール西日本コンサルタンツ㈱，㈱JPS，㈱ジオテクノ関西，㈱ジオプラン，

㈱ジャスミンソフト，㈱昭文社，㈱ジンテック、㈱数理システム，㈱ゼンリン，㈱谷澤総合鑑定所，玉野総合コンサルタント㈱，中四国GIS技術研究会，テクノ富貴㈱，

東北GIS技術研究会，㈱ドーン，内外エンジニアリング㈱，長野県GIS協会，にいがたGIS協議会，日本エヌ・ユー・エス㈱，日本情報経済社会推進協会，日本スーパーマップ㈱，

㈶日本測量調査技術協会，日本土地家屋調査士会連合会，㈶日本地図センター，パシフィックコンサルタンツ㈱，㈱パスコ，東日本総合計画㈱，北海道GIS技術研究会，

㈱マップクエスト，㈱松本コンサルタント，三井造船システム技研㈱，㈱三菱総合研究所，三菱電機㈱，ヤフー㈱，㈶リモート･センシング技術センター

自治体会員：（1口）大阪府高槻市役所，大阪府豊中市役所，経済産業省特許庁，総務省統計局統計研修所，長野県環境保全研究所，福岡県直方市

2013 年 2 月末現在の個人会員 1369 名，賛助会員 70 社

（新潟国際情報大学　Tel 025-239-3753）

fujita@nuis.ac.jp
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